
浜松城跡  

（第 12 次調査） 

現地説明会資料 

2014 年 10 月 5 日 

浜松市文化財課 



 2 

2009年かららの継続的な調査により、天守門の礎石を確認し、2014年

天守門が復元された。 
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浜松城復元図 
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■ 調査成果    

石垣高 3.6ｍ 

石垣高 5.2ｍ 

空堀 幅 12.0ｍ 

深さ 2.2ｍ 

石垣高 2.3ｍ 石垣高 1.0ｍ 
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      ２トレンチ（天守曲輪）の石垣          ３トレンチ（本丸南土塁）の石垣 

本丸南土塁の石垣の内部    

本丸西側石垣（現市役所駐車場）の内部  

（1979年調査） 

■ 石垣の特徴 

浜松城の石垣は野面積（のづらづみ）という技

法で積まれている。この技法は、自然の石を用

いたもので、浜松城の石垣は表面に比べて内部

が大きくなるように石材が配置されている。石

垣の内側には排水機能を高めるために拳大の円

礫が詰め込まれている。比較的丁寧な技法が採

用されていると評価できる。 
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今回の出土品 

三巴紋 

九目結紋 

 

  

斜格子紋 

 

  

浜松城歴代城主の変遷と出土品 
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